









ペ ー タ ー ・ベ ー レ ン ス とAEG
一近代産業とデザインの関連をめぐって一
藪 亨
今世紀初 めのベ ル リ ンにおけ るペ ー ター ・ベー レンス(PeterBehrens)と
アルゲマイ ネ電 気会社(AllgemeineElektricitats・Geselschaft,略称AEG)
の協同 は,今 日のイ ン ダス トリアル ・デザ イ ンに先鞭 をつ けた。 そして この事
実 は早 くか ら注 目 され一般 に認 め られて きた。例 えばN・ ペ ヴスナーは,AE
Gに お ける 厂べ 一 レンスは現 代の アメ リカのス タイ リス ト,あ るいは ジオ ・ポ
ンテ ィ(GioPonti>やアー ネ ・ヤー コブセ ン(ArneJacobsen)に至 る系譜 の
最初 の人物 であった」 と評 して いる。 しか しAEGの よ うな営 利追求 を目的 と
して機械 や工業製 品 を製 造販 売 した近代 産業 が,他 に先 じて専属 のデザ イナー
を任 用 し,し か もユ ーゲ ン トシュテル(Jugendstil)生え抜 きの個性的 な芸 術
家 べ一 レンス を登 用 した とい う,そ の根 本原因 は何 で あったのだ ろ うか。 この
疑 問は これまで十分 に解 明 されてはい なかった。 ところが近 年 「産業文化,ペ
ー ター ・べ 一 レンス とAEG ,1907-1914」(lndustriekultur,PeterBeh・
rensunddieAEG,1907-1914)と題 するユニ ークな巡 回展覧会 が組 織 され,
新 しい文化 創造 を目指 した彼 らの協 同の成果 が再 び 日の 目を見 たのであ る。 そ
して これ をひ とつ の契機 と して,AEGに おけ るベー レンスの デザ イ ン活 動全
体 を再吟味 す る動 きがノ モ ダン ・デザ イ ンの歴 史砺究 の分野 で起 ってい る。 そ
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こで本 稿 において は,ベ ー レ ンス とAEGに 関 す る最新 の史料 や研究 を参 酌 し
'なが ら
,彼 らの共同作業 の実相 と根 本理 念 について直接 その源流 か ら再検 討 を
試 みたい と思 う。
1
20世紀 は 「電 気 の世紀」 とも呼 ばれ る。19世紀 後半 においては 旧来 の蒸気エ
ネルギー と新興 の電気エ ネルギー が相並 んで利 用 された。 ところが今世紀 に入
ると電 気 は蒸気 を追 い越 し,大 規模 な電 気エ ネルギー利用 の時代 が始 ま るので
あ った。 この電 気利用 の急激 な発展 の時 期 に,新 興 の電気産業 の中で も飛躍 的
な成長 を とげたの がAEGで ある。その起源 は,1881年にパ リで開 かれた 「国際
電 気博覧会」(ExpositionInternationaled'Electricite)に遡 る。機 械技 術者
で あ り実業家 で あったエ ー ミル ・ラーテ ナウ(EmilRathenau)は,エジソ ン
(ThomasAlvaEdison)の炭素電球 による照明方式 にこ こで初め て出会 った。
そ'こで,先 見の明 のあ った彼 は,ド イツにおけ るこれの使 用権 を買収 し,電 気
の工業化 に着手 した。 その結果1883年には 「ドイツ ・エ ジソ ン応用電 気会社」
(DeutscheEdison-GesellschaftfUrangewandteElektricit豼)が設立
され,こ れ が1887年以降AEGと 改名 した。 そ して今 世紀 に入 る とAEGは,
ドイッ にー おけ る大規模 な国際 カルテ ル(Kartell)のひ とつ とな り,電 気 事業
を中核 とす る結 合の中で もっ とも大 きい連 合体 にな ったので あ る。
その 当時,「 国 民経 済」 の観 点 か ら輪出振 興 を強 いられた大工 業は,国 際 市
場 におけ る主 導権 獲得の ひ とつの手段 を,精 神的 な活動 による物 質的価値 の向
上 に見出 した。 折 しもAE・Gの 建築顧 問(Baurat)であ り工場 管理責任 者で
あったパウ ル ・ヨルダ ン(PaulJordan)は,工業製 品の商品 と しての美 的 形
式 に着 目 して次 の よ うに述 べてい る。・す なわ ち,「 技術者 自身が電 動機 を買 い
入 れる とき,こ れ を分解 して調べ る と思 い ます か。 専門家 であ る彼 で さえ外面
によって買い入れ るの だ。電 動機 も誕 生 日の贈 り物 の よ うに見 えなければ な ら
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ない」 と。 この よ うに彼 は,極 めて素朴 な実利主義 の視点 から,工 業製 品 に技
術的 な品質 だけでな く美 的 な品質 をも与 える必要 を説 いた。電気製 品の技術的
な機構 が複雑 にな るにつ れ て,購 入 に際 して顧客 の技術上 の判定能 力 を当 てに
で きな くなっていた ので ある。 それゆ え,工 業家 た ちは,競 争相 手の商品 と即
座 に見分 け られ,人 々の購 買意欲 をそそるよ うな,そ う した独創 的 なデザ イ ン
を強 く求 めていた。 こ うした事情 を察 した ヨル ダ ンは,べ 一 レンスのAEGへ
の招 聘 を企業 の幹部 に進 言 した。 この招聘 の進捗 具合 は,T・ ブーデ ンジー ク
とH・ ロ ッゲの指摘 によ ると,当 時 の 「ヴェ ルク クンス ト」(Werkkunst)誌
の記事 に よって知 る ことがで きる。 すな わち,1907年7月に同誌 は,ベ ル リン
のAEGが 「アー ク燈 と付属部 品一切 を芸術 的 な形態(kunstlerischeFormen)
にデザ インす る ことをデ ュ ッセ ル ドル フのペ ー ター ・ベ ー レンス に委託 した」
と述べ た。 そ して さらに その二 ヶ月後 に同誌 は,ベ ー レンスが 「AEGの 芸術
顧 門(kiinstlerischeBeirat)としてのベル リ ンか らの招聘 に応 じた」 と報 じ
た 。この よ うに,1907年7月か ら8月 にかけてベー レンスは デュ ッセル ドルフ
を離 れベ ル リンに向 か った。 そ して1914年までAEGに 留 ったの であ る。
ところでベー レ ンスは,今 世紀初 めの ドイツの建築 とデザ イ ンの主 だ った人
物 がそ うで あった よ うに,当 初 は画家 と して出発 した。 しか し前世紀耒 にイギ
リスか ら伝 わったアー ツ・ア ン ド・クラフッ運 動(ArtsandCraftsMovement)
の思想 によ って啓発 され,応 用美術 の世 界に入 った。 この頃 は一般 にユー ゲ ン
トシュテ ィルと呼 ばれ る装飾 的 な流行様式 が隆盛 を極 め ていた。 そ して彼 は,
ミュ ンヘ ンの 「手工 作芸術 共同工房」(VereinigteWerkstattenfurKunst
imHandwerk,1897)の創設 メ ンバー とな り,いわゆ る産業ユ ーゲ ン トシュテ
ィル(derIndustustriejugendstil)のアーチス ト・デザ イナー(einKiinstler-
Entwerfer)として活躍 した。また ダルム シュタ ッ ト芸術 家村(dieDarmstadter
Kunstlerkolonie,1899-1914)の七人の構成 メ ンバ ーの ひと りに選 ばれ,そ
こで 自分 のア トリエ兼住 居 の建 築(1901)を通 して初 めて建築芸術 を手掛 けた。
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こ うしたユー ゲ ン トシュテ ィルにおけ る彼の 多彩 な造形活動 が,そ の後 の工業
におけ る綜合的 なデザ イン活動 の下地 となったので ある。 そ して今世紀 に入 る
と彼 は工芸教育 の改革 にも参与 し,1903年か らはデ ュセ ル ドルフ工芸美術 学校
(DusseldorfKunstgewerbeschule)の校長 に就任 していたの であった。
さて,AEGに おけ るベ ー レンスの職
務 は,当 初の契約 で は広告 と製 品 のデ
ザ イ ンに留 め られた。 も ともと著名 な
挿絵画家 ・装 幀家 としての資格 でAEG
に招 かれた彼 は,ポス ター,パ ンフレ ッ
ト,カ タロ グそ して商標 な どの グラフ
ッ ク・デザ インすべてに新 しい統 一型式
を与 えた。数学的 な合法則性 と冷 徹 な
端正 さとを持 った この統一型式 によっ
て,AEG独 自の広告 ・販 売 の方式 が開
発 されたので あ る。 また,ア ー ク燈 を
は じめ として,送風機,家庭用電動機,
電気湯沸 器,歯 科 用 せん孔機,配 電盤
な ど,こうした 多種 多様 の電 気機 器類 が
図1ペ ー ター ・ベ ー レ ンス
「ドイ ツ造船 展 のAEGカ タ ロ グ」1908
べ 一 レンス と工場技 術者 との共 同 によってデザ イ ンされた。 ところが,や がて
彼 の職務 に室 内装飾 家 と建 築家 と しての仕事 が加 わった。ベ ル リンの 「ドイツ
造船展」(DeutscheSchiffbau-Ausstellung,Beriln,1908)(図1参照)におけ る
AEG館 の すべ ての デザ イ ンを彼 は手掛 けた。寺 院や廟の よ うな厳 粛 さを具 えた
この展示館 は,当時 の人 々の注 目 を集 め た。これ をひ とつの契機 と して彼は,工場
の改 築や中央発電所 の建設 に手 を着 け,つい には近代工場建築 の原点 とも一般 に
称 される「AEGタ ー ビ ン工場 」(AEGTurbinefabrik,1909)(図2参照)を 完
成 した。 「鉄 とコ ンクリー トか らな る水 晶の よ うに透 明な構 築体」 と当時 評 さ
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れたこの建物 は,恐 ら くその時 まで に建 て られた もっ とも美 しい工場建 築で あ
った。 また,こ うした工場建設計 画 を通 して,工 業家 と芸術家 との共同 は,製
品デザ イ ンに とどま らず生産組織 全体 の美 的秩序化 にまで伸展 したので あった。
か くしてべ 一 レンスは,印 刷文字 か ら工場 建築 までの企業 イメー ジにかかわ る
全体 デザ イ ンを手掛 けた。 これは先例 の ない広範 な任務で あ り,当 代の進歩的
な工業家の デザ イ ン形態 への関心 の高ま りを反映 した。 そ して また,綜 合的 な
デザ イナー としてのべ 」 レ ンスの確 かな能 力 を証 明 したの であった。
図2ペ ーター・ベーレンス 「AEGター ビン工場のデザイン・スケッチ(試案)」1908
皿
ベー レンスが最初 の イ ンダス トリアル ・デザ イナー と しての名 を残 したのは,
各 種 アーク燈(dieBogenlamp)の新 しいデザ イ ン(図3参 照)の 成功 に負 う
ところが多い。 これはAEGに おけ る彼 の初仕事 で あ り,ヨ ル ダンとの共同 で
推進 された。 べ一 レンスは かつ て ダルム シュ タッ トにおいて多 くの照明器具 を
手懸 けて いたが,そ のデザ イ ンは概 ねユーゲ ン トシュテ ィルの装飾 原理 に負 っ
ていた。 と ころが今 や新 しいデザ イ ン原理 が追求 され るの であった。照明方式
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の発展 において ガス燈 と白熱燈の 中間 に位置 した アー ク燈 は,街 路,広 場,駅,
工場 そ して百貨 店 な どの大空 間の照明 に当時利 用 され ていた。 そ して,彼 がそ
の再 計画 に着 手 した ときには,ア ー ク燈 の照 明方式 は技術 的 に改良 の限 界に達
して いた。 それ故 に販路拡 大 の手立 て と しては生産技術面 の改 善や美的 品質 の
向上 だけが残 されていたので あった。工場技術 者 との共 同で進 め られた その再
計画の成果 につ いて,応 用美術評 論家A・ ヤ ゥマ ンは当時 次の よ うに論評 して
いる。 すなわ ち,「 その本体 は まさにラ ンプの内部構造 に順応 してい る。 余計
な部分 はな く,す べ ての形態 は意味 と目的 を持 ってい る。部品 の 多くが 別の型
式 にも利 用で きるよ うにデザ インされる。 製作 が単純 化 され,そ の うえ保管 と
運搬 が考え に入 れ られ た。す なわち,個 々の部品 は簡 単 に内部 に入 れこむ こと
がで きる。 したがって空 間,包 装,運 搬 そして破損経 費 が節約 され る。 その結
果,新 型式の開発 費20万マル クは,す ぐに一年 の うちにその技 術上の利 点 によ
って取 り戻 された」 と。 この よ うに再 計画 においては,大 量生 産 と大量 消費へ
の配 慮が大筋 を決 定 し.労働対象 と労 働手段 との節約 が促 進 された。その結果 は
上首 尾で あった。 ここにおい て初 めて
綜 合的 な産業美 術家 が,工 業生産組織
の中 に組み込 まれ,工 場 技術 者 と並 ん
で独 自の役割 を認 め られたので ある。
ところで,こうした工業製 品のデザ イ
ンにつ いてべ一 レ ンスは次の よ うに考
えた。すな わ ち,電気製 品 においては装
飾 的 な附属 品で本体 を粉 飾す るので は
なくて,その新 しい性 質 に適 った形態 を
見 い出 すこ とが重要 で ある。工 業製 品
のデザ イ ンにおいては芸術 と産 業 との
結 合 が確保 されるべ きだ。そうした結び 図3ペ ー ター ・ベ ー レン ス「AEG発炎 ア ー ク燈 の カ タ ロ グ」1908
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つ きは,手仕事 の形態や古 い様式 の形態 を模倣す るので はな くて,機 械 生産方式
の正確 な遂行 力 を活用 し芸術的 に提示 す ると きに達 成 され るだ ろ う。 その とき
には純 粋 な ものが極立 ち,機 械 と大量 生産 か ら自ず と生 じた形態,ま た これ ら
に適 した形 態 が芸術 的 に活用 されるだろ う。以上 で ある。この よ うにベ ー レンス
は,ま ず工業製品 の皮 相 な装飾 を整理 し,デ ザ インの 出発 点 をザ ッハ リヒ
(sachlich)な純粋形 態 に引 き戻 した。 この限 りにおいては,い わゆ る技術主
,義 的 なデザ イ ンの手法 を逸早 く取 り入 れたので ある。 しか し彼 は,機 器固有 の
構造 や機 能 に則 した正確 な形 態 の構成 を貫 徹 したのでは なかった。 む しろ彼 は
技術 的 な基本形態 を芸術 的 に活用 し,当 代 の美的要 求 を製品形態 に反映 させ る
ことに力点 を置 いた。 これは また産 業 が彼 に与 えた責務の ひ とつで もあった。
この責務 を順 調 に推進 した原動 力のひ とつ は,こ の際 に彼 が依拠 した造形原理
にあった。今世紀 に入 ると間 もな く彼の作風 か らユー ゲ ン トシュテ ィルの滑 ら
かな線 の リズム が姿 を消 し,こ れ に代 って元来 ミュンヘ ン派 の人 々が共 有 した
重厚 で抽 象的 な構成 が中心 となった。 そ して彼 は当代 の要 求 にもっ とも一致 し
た様式 として古典主義(Klassizismus)に注 目 した。ことに幾 何学へ の心酔 が
彼 のデザイ ンを特色 づ けたので あった。簡潔 な幾 何学形態 を駆使 した彼 のデザ
イ ンは,手 仕事 よ りもむ しろ機 械製作 に向いて いた とい えよ う。 こうした事情
は芸 術家 と産業 の双 方 に とって好都合 で あった。産業 の側 は厳 しい経済 競争 を
乗 り切 るた めに も,生 産性 の向上 につなが るザ ッハ リヒで単純 明快 な製品形態
を歓迎 したので ある。そ して両者は相俟 って産 業社会 にお ける「良 き趣味 」(eine
guterGeschmack)の形成 に貢 献 したのであ ろた。か くして,新 た にデザ イ ン
された アー ク燈 は凜凜 とした風格 を持 ってお り,古 典的 な美 しささえ漂 わせ て
いた。
結局 の ところべ ー レンスは,工 業製品 に固 有の技術的制約 を考慮 しなが らも,
その外的 な形態 を美 的 に自律 させ よ うと努 めたので あ る。従 って彼 は,デ ザ イ
ンに対 す る技術 主義 的 な追求 よ りも,美 の形 成 に主眼 を置 いた形式 主義 ともい
,.
えるデザ イ ン原理 を指 向 した とい え よ う。
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AEGの 設立 者E・ ラーテ ナウの長男 で あった ヴァル ター・ラー テナウ(Walter
Rathenau)は,1899年か らその企業の幹部 に加 わっていた が,近 代 の産業社会
におけ る人間性 の回復 を願 う独 自の思想の持主 で あった。 そ して彼 は,工 業生
産 に文化的 な意義 を附 与す るため に,優 れた芸術 性 を強 く要請 した。 こ うした
進取 の気象 に富 む工業 家の庇護 の もとに,AEGに おけ るベー レンスは,芸 術
と技術の統一 に熱心 に努め た。彼 は述べ てい る。す なわ ち,自 然 の合法則 性 が
文化で ないよ うに まして構造 は文化で はない。 したがって,単 に正確 なだ けで
は長 い間 われ われ を満 足 させ ることは で きないの で,絶 対美(dasabsolute
SchSne)への憧 れが絶 えず現 われ出 る。人々は芸術 による構造 の支配 を主張 し
実行 したい と望 んで いる。芸術 と技術 は二 つの全 く異 った精神活 動で あ る。技
術的 な原理 や 目的の充足 だけ からは美 は生 じない。 技術 をひ とつの行為 に結 び
つけ ることによ って,文 化 を生み だ し統 一様式(eineinheitlicherStil)を
形成 しなければ な らない。 われわれは一般社会 に通用す る芸術 を求 め,ま たわ
れわれの造形意 欲 がわか りこれ を実現 す る暇 を持 った技術 を望 んでい る。以上
で ある。 この よ うに彼 は芸術 と技術 を峻別 し,さ らに芸術 による技術 の統 御 を
鼓舞 した。 そ して文化 創造 と統一様式 の達成 に向 けて一 定の 目的 を意識 した造
形意欲 を強 く支持 したので あ る。 この際,彼 に指針 を与 えたの は,ゼ ンパー
(GottfriedSemper)の機械 論的 な芸 術観 を論破 した リー グル(AloisRiegl)
の芸術史観 で あった。 リー グルの提唱 した芸術意思(Kunstwollemlの概 念 が,
個別的 で芸術的 な創作 力 を優 先す るための絶好 の根拠 を当代 の芸術家 た ちに提
供 したので ある。 そこでベー レ ンスは,時 代精神(Zeitgeist)と造 形意欲 との
統一 に努 めた。S・ ア ンダー ソ ンが指 適す るよ うに,こ の時 代精神 は工学技術
と産 業 と国家,こ の三者の協同 の うちにあ らわれた当代 の権 勢 を賛 美 した。 ま
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た彼の造形意 欲 は,事 物 に抽象的 で幾何 学的 な形 式 を附与 し,神 秘的 で感動 的
なモ ニュメ ン トを造 りあげた。ベ ー レンス は,宗 教 的 ともいえるほ どの熱意 を
持 って,時 の権勢 の大聖 堂 をAEGの 工場 建築群 に体現 した といえ よう。
ところで,こ うした芸術 と技術 の統 一へ のべ ー レ ンスの努 力を側 面か ら支援
したのは,彼 のAEGへ の着任 とほぼ同時 に結 成 された ドイツ工作連盟(Deu-
tscherWerkbund,1907)であった。彼 自身 この発 起人 のひ とりと して,ま た
運 営委員会 の メ ンバー と して工作 連盟 と深 い関 わ りを保 っていたので ある。工
作連盟 は創 作家 と実業家 との 自由主義的 な自己救済組織 で もあった が,し か し
単 な る職 能団体 では なかった。 ここには産 業時 代 にお ける新 しい文化創造へ の
力強 い希望 が満 ちて いた。彼 らは文化運動 と経 済活動 との結合 の必要 を認 めな
が らも,産 業主 義 を戒 しめ産業 に固有 の文化 能 力の発 現 を要請 した。産業 との
協 同が な くては もはや健 全 な工作文化 は存 立 しない と考 えたので あ り,こ の限
りにおいて工作 連盟 はアー ツ ・ア ン ド・クラフツ運 動 と一線 を画 していた。 し
たが って芸術 と産業 をめ ぐる工作連盟 の重 要 な論点 は,機 械 とデザ イ ンをいか
に関係づ け るかで あ り,工 学技術 によ る構 築物の美 しさと手作 りの物品 の美 し
さとを結 びつけ る努 力 にあった。 こ とにムテ ジウス(HermannMuthesius)は,
機械 と機 械 生産 の本 質 を正 しく把握 した応用美術 家が,構築家(einTekton量ker)
い うなればデザ イナー と して,工 業生産 におけ る新 しい形態 の創造 に努 め るべ
きだと主張 した。 また ノイマ ン(FriedlichNeumann)は,創作 力と機械技術 と
経済活動,この三者 が 複製 を基本理念 として生産 的 な統一 を形 成す る工業美術
(Industriekunst)いうなればイ ンダス トリアル ・デザ イ ンを強 く要請 した。
彼 らの楽天 的 と もい える こ うした主張 は,ベ ー レ ンスのAEGに おけ るデザ イ
ン活動 によって正当化 され強化 され ていったので あ る。 さらにまた;芸 術 によ
る技術 の統 御へ のべ 一 レンスの熱意 は,工 作連盟 にお ける指導理 念の変化 に大
きく反 映 した。 す なわ ち.工作連盟 においては,当 初 のザ ッハ リヒな工作観 がや
がて後退 し,芸 術や美的形 式の もつ超越性へ の期待 が次第 に高 まって い くので
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あった。
しかし,芸 術 家の文化創 造への意欲 と産業の営利 主義 との調和 は,決 して容
易 では なかった。 フラ ンクフル トにお ける工作連盟 総会(1909)でヴァ ン ・デ
・ヴ ェルデ(HenryvandeVelde)は,産業 の本性 に関 してすで に次の よ うな
危惧 を表明 した。す なわ ち,芸 術 と産 業 との協調 は理 想 と現実 との融合 に他 な
らない。現実 は一方的 に要求 を出 し,た とえ理想 が潰 えよ うともどんな ことで
もや りかねない とい う傾 向 を持 ってい る。美 に従 うことも,完 壁 な製品 の品質
を支持 す る道徳 的要求 を受 け入 れ ることも,こ れ らは とも に産業 の本質 にかな
って はいない。産 業 が呼 び起す利欲 は彼 らの組織 と手段 に レッテル を貼 りつ け
る。両者 は傍 若無 人 の振舞 をす るので ある。以 上で ある。 この よ うに彼 は,近
代産 業の独善的 な営利 追求の体質 をす るど く暴 いた。 そ して さらに彼 は次 の よ
うに論 を進 めた。す なわ ち,こ れ にもかかわ らず 「美 しい仕事 や良質の 才料 と
い った理念,い うなれば物 品 の道徳的 価値」の実現 を産業 に強 い ることは,根本
からの大変革 を意味す る。 この変革 をや りとげ る 「全能 の動因」(allmachti-
gerFaktor)は,新しい様式 の理念 にあ る。 「新 しい様 式」(einneuer
Stil)が確 立 され るな らば,産 業は芸術家 を頼 りにす るにちがいない。以上 で
ある。 このよ うに彼 は,す で にべ一 レ ンスがAEGに おいて心掛 けていた よ う
な産 業時代の新 しい様 式 を確保 す ること,そ して産業 の良識 ともなるべ きこ と
が当代の芸術家 の使命 で ある と主張 した。 ヴ ァン ・デ ・ヴ ェルデは ここ におい
て美的 な事柄 を道徳 性 や経 済性 と結 びつ けて考 えたの であ る。 この是非 につ い
ての検討 は,さ しあたって,本 稿 の意図す る ところではない。 しか し,こ うし
た考 え方 は設立 当初 におけ る工作連盟 の思想の ひ とつの特色 で あった。 そ して
さらに,工 作連盟 の理論的 指導者 であ った ムテ ジウスとノ イマ ンが画策 したよ
うに,こ こで の道徳性 は 「国民経済」(dieVolkswirtschaft)に密 に結 び1
つけ られ,次 第 に歪曲 されて いった。す なわ ち,物品本来 の実用価 値 は商 品 と し
ての産業的実利性 によって圧 倒 され,ま た造形意欲 の発 現 と しての美的 形態 は
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生産技 術や商業 が決定 した工業的形 態 によって脅 か されていったので ある。
こ うした理想 と現実,ひ いては芸術 と産 業 との厳 しい緊張 関係 は,工 作連盟
において絶 えず二 律相 反す る課題 を提起 した。 そ して この対 立は,連 盟 を二 分
す るよ うなムテ ジウス ζヴ ァン ・デ ・ヴ ェルデの激 しい論争 へ と高 じてい った。
ケ ルンにおけ る工作連盟 総会(1914)でムテ ジウス は産業 の側 に立 ち,工 業生
産 における標準 化 ・規 格化 を強 く支持 した。 これ に対 して,ヴ ァン ・デ ・ヴェ
ル デは芸術創作 の側 か ら創造的 な個性 と造形意欲 を弁護 した。 この論 争の経過
は ムテジウス に不利 で あ り,彼 は工作連 盟 の分裂の危機 を避 け るため に自ら提
案 を撤 回 した。 そ して これ を契機 と して工作連盟 の芸術 家 た ちの間には,産 業
時代 の一方 的 な進行 に対す る危機感 がます ます強 くな ったの であ った。 さて,
この規格化 論争の時 にベ ー レンスは,AEGに おけ るデザ イナー と しての彼 の
実績 に もかか わ らず,明 確 な態度 を示 さなかっ た。 そればか りか,デ ザ イ ンの
規準 や典型の適用 によって 「良 き趣味」 の一般 的水準 を高 め るとい うムテジウ
スの提 案 には不満 で あった。 そ して一方 では典型 を長年 にわた る芸術発展 の所
産 として と らえ,ま た個 別的で芸術的 な才能 を高 く評価 す る点 において,ヴ ァ
ン ・デ ・ヴェルデの反論 を支持 したのであ った。 ベー レンスは,依 然 として創
作 の 自由 を重 ん じ新 しい様 式の創造 を目指 した古 い タイプの アーチ ス ト ・デザ
イナーで あった といわねば な らない。なぜ な ら,早 くか らム テジウスが示唆 し
た よ うに,モ ダン ・デザ イ ンにおいては新 しい様 式の追 求は もはや 当面 の問題
とは な らなかった。 む しろ規格化 ・標準 化の活 用 こそモ ダン ・デザ イ ンに負 わ
され た課題 で あった。 様式芸術(Stilkunst)に固執 した点 においてベー レンス
は,ヴ ァン ・デ ・ヴェ ルデと同 じよ うに,ユ ーゲ ン トシュテ ィルの古 びた理 念
を引 き摺 って いた とい えよ う。
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以上の よ うにわれわれ は,べ 一 レンスのAEGに おけ るデザ イン活動 とその
根本理念 に照 明 を当てた。 」度振 り返 ってみた い。今世紀 初めの ドイ ツにお
ける工芸革新運 動 の主要 テーマは,近 代産業 と芸術,さ らには機 械 とデザ イ ン
を統一す る努 力にあ った。 そ して これは,彼 らを鼓舞 した イギ リスのア ーツ ・
ア ン ド・クラフツ運 動の理想主義 の側 面 を,近 代産業社 会の現実 に合 わ して改
めていこ うとす る企てで もあった0や がて この 企 ては1907年におけ る二 つ の出
来事 を転機 として大 きく前進 した。 そのひ とつ は ドイ ツ工作連盟 の成立 で あ り,
もうひ とつはAEGに よ るベー レンスの 「芸術顧 門」 としての登用 で あった。
この二 つの出来事 の間 には直接 の関係 はみ られなかった と して も,R・ バ ンハ
ムが言 うよ うに,両 者 は同一 の コイ ンの表裏 をな して いた のであ る。す なわ ち,
創 作 力に富む アーチ ス ト・デザ イナー と生産手段 を手中 に握 る産業 との間 に友
好 関係 が生 じ,こ こでは産 業の側 によ り積 極性 が あった。 その頃 に 「国民経 済」
の見地 か ら輸 出振 興 を強 い られていたAEGの よ うな大工業 は,工 業生産 に文
化的 な意義 を附与す るため に,優 れた芸術性 とデザ イ ンを強 く要請 していたの
で ある。 そこでAEGに 招 かれたべー レ ンスは,生 産活動 に芸術 の息吹 きを送
り込 むとい う責 務 を与 えられ,ポ ス ター か ら工場 建築 までの企業 イメー ジにか
かわる全体 デザ イ ンを手掛 けた。 これ によって彼 は,芸 術 と産業の統一 を鼓舞
した工作連盟 の信条 を進 んで実践 し,近 代的 な意味で のイ ンダス トリア ル ・デ
ザ イナーの先駆 をな したの であ る。 しか しこの時 にベ ー レ ンスは,デ ザ イ ンの
出発点 を技術 的 な基 本形 態 に引 き戻 しなが らも,む しろ美 の形成 に主眼 を置 い
た形式主義 ともい えるデザ イ ン原 理 を指 向 した。 ここでは造形意欲 と時代精神
の統合 が眼 目とな り,モ ニュ メンタ リテ ィとザ ッハ リヒカイ トの結 合 が試 み ら
れたのであった。 ところが芸術 家 た ちに与 え られたデザ イ ンの諸条 件 は,彼 ら
の行為 が生産 過程 に組 み込 まれて い くことによって大 きく変化 した。 そ して産
業 か らの重圧 は,全 人間性 回復へ の要 求や造形意欲 の発現 を脅 か したので ある。
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こ うした理 想 と現実 との厳 しい緊張関係 はケル ン工作連 盟総会(1914)におい
て頂点 に達 した。 この折 にべ一 レ ンスは様式創 造 に固執 し個別 的で芸術的 な才
能 を高 く評 価す る点 において,ム テジウス よりもヴ ァン ・デ ・ヴェルデ を支持
した。芸術 と産業,さ らには芸術 とモ ダン ・デザ イ ンの岐路 に立 って,ベ ー レ
ンスはデザ イ ンに背 を向 け様 式芸術へ と転 回 して行 った ので ある。ユ ーゲ ン ト
シュテ ィルと工作連盟 をつ ないだ綜合芸 術家ベー レンスのデザ イナー としての
限 界が ここに示 め され た といえる。 それゆ え,第 一 次世 界大戦の勃発 に よって
途絶 えた に して もベー レンスのAEG些 おける華 々 しい活動 は短期 間で終 了 し,
産 業 におけ る彼 の後継 者 は 当時 ほ とん ど現 われなか った。AEGに おけ る彼の
デザ イ ン活動 は,E・ ラー テナウやP・ ヨル ダンの よ うな進 取 の気象 に富む工
業 家 たちの後楯 を頼み と した草創期 におけ るイ ンダス トリアル ・デザイ ンの特
殊 な事例 であ った とい えよ う。 しかし産業社会 の高度成 長 につ れて,イ ンダス
トリアル ・デザ イ ンは産 業 の販 路拡 大 の効果的 な手段 として いよい よ重視 され
て きた。 また この よ うな産業 か らの拘束 力は,使 用者 の必要 に応 じて物 品 を形
作 る とい うデザ イ ン本 来 の使 命 を忘 れ させ,デ ザ イ ンによる真 の文化創造へ の
機 会 を見 失 わせ て きた よ うにも思 われ る。こうした今 日,AEGに お けるべ 一レ
ンスのデザ イ ン活動 の成果 とその限界 は,な お われ われ に有効 な示唆 を与 えて



















(9}イ ギ リ ス の ヴ ィ ク ト リ ア 女 王 の 孫 息 子 で あ っ た へ ・ソセ ン大 公 ル ー トヴ ィ ヒ(GroβLerzog
ErnstLudwigvonHessen).は,ア ー ッ ・ア ン ド ・ ク.ラフ ツ 運 動 に倣 っ て ヘ ッ セ ン地.
方 の 伝 統 産 業 の 復 興 を 企 て,ま ず マ テ ィ ル デ ンホ ー へ の 丘 に 芸 術 家 村 を設 立 し た 。 ζ こ
で ベ ー レ ン ス は オ ル プ リ ヒ(JosephMariaOlbrich)に 次 ぐ厚 い 待 遇 を う け,ア ト リ
エ 兼 住 居 を 自 ら設 計 し た 。 こ の 建 物 で は 壁 掛 け か ら 戸 の 金 具,タ イ ル か ら照 明 器 具 に い
た る ま で そ の す べ て が彼 に よ っ て デ ザ イ ン さ れ た 。 そ の 結 果,芸 術 と 隼 活 を め ぐ る ユ ー
ケ ン トシ ュ テ ィ ル の 綜 合 へ の 熱 望 が 住 居 全 体 をつ つ み こ み,.新 し い 生 活 様 式 の 創 造 が意.
欲 的 に 追 求 さ れ た 。VgLEinDokumentDeutscherkunst1901-1976,(Kat.)5Bd,,
Darmstadt1976.
(1①当 校 へ の 彼 の 就 任 は,プ ロ イ セ ン 商 務 省 の 工 芸 美 術 学 校 顧 門 官 ム テ ジ ウ ス の 指 令 に よ る
も の で あ っ た 。 こ れ 以 前 に べ 一 レ ン ス は 二'ユル ン ベ ル ク の バ イ エ ル ン工 芸 美 術 館 の 依 頼
で,1902年 か ら3年 の 冬 に か け て マ イ ス ター ・コ ーxo)手 工 芸 家 た ち に 近 代 工 芸 の 指 導
を 行 っ た 。 こ う し た 工 芸 教 育 に 従 事 し た 期 間 中 に彼 は,自 由 奔 放 な ユ ー ゲ ン ト シ ュ テ ィ
ル を脱 して 理 知 的 で 合 法 則 的 な 造 形 原 理 を見 出 し,芸 術 と産 業 と の 再 統 一 に 立 ち 向 か っ










・(14)当 時 べ 一 レ ン ス の も と で 自 らの デ ザ イ ン思 想 の 基 盤 を培 っ た グ ロ ピ ウ ス(WalterGro-
pius)は,こ れ に つ い て 凍 の よ う に述 べt。 す な わ ち,芸 術 家 が 案 出 し た 作 業 場 が 万 人
に 固 有 の 感 情 に一 致 し,こ れ に よ っ て 単 調 な機 械 労 働 を活 性 化 す る。 そ う し た ら労 働 者
た ち は 喜 ん で 仕 事 を す る だ ろ う。 そ の 満 足 感 に よ っ て労 働 意 欲 が 増 し工 場 の 生 産 能 力 が
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高 ま る だ ろ う(WalterGropius,DieEntwicklungmodernerIndustriebaukunst,
WerkbundJahrbuch1913,in:hrsg.vonDieNeueSammlung,ZwischenKunst
andIndustrie,DerDeutscheWerkbund,M加chen1975,S.72-73.)。以 上 で あ る 。
し か し こ の よ う な 考 え 方 は,多 分 に イ デ オ ロ ギ ー 的 な労 働 観 に基 づ い て お り,か つ て モ









(19)ザッハ リ ヒ と い う 用 語 は,.適 切 で あ.り客 観 的.であ り しか も 同 時 に 実 用 的 で あ る と の 複 合





(22)工作 連.盟め 創 設 会'員 で 産 業 美 術 評 論 家 で あ っ たJ・ ル ク ス は,「 産 業 に お け る芸 術 の 問
題 は,∵産 業 が 偽 わ.りの芸 術 に仕 え る の で は な く て,良 き 趣 味 へ の 奉 仕 を決 意 し た と き に
の み 解 決 す る こ と.がで き る 」.と.主張 し,.そ の優.れ た 例 と してAEGに よ るべ 一 レ ン ス の
招 聘 を あ げ て い る 。JosephAugustLux,Dask面stlerischenProblemderIndus-
tr.ie,in:.lnnen-Dekoration;Bd..・XIX1908,Darmstadt,S.82.
(23)W・ ラ ご デ ナ ウ は 芸 術 と技 術 に つ い て 次 の よ.うに 述 べ て い る 。 す.なわ ち,技 術 的 製 作 物
は 技 術 者 が 感 じ取 り,唯 美 主 義 者 が過 大 評 価 す る.よう な そ う し.た美 し さ を確 か に 持 っ て
い る.6.しか し こ の.美 し さ は 知 的 事 柄 の 半 面 で あ る 。 過 去 の 技 術 的 製 作 物 は,わ れ わ れ に
.とっ て 死 物 や 古 び た 補 助 手 段 に す ぎ な い 。 そ れ.ゆえ.に改 め て わ れ わ れ は 魂 や 創 造 の も つ
不 変 の 違 天 さ や 絶 対 性 に気 付 く の で あ.る.。..もし わ れ わ れ が 音 楽,哲 学,.芸 術 と い っ た 当
代 の 魂 を 表 出 す る も の 無 し に 済 ま さ ね ば な ら な い と.した.ら,非 常 に 落 ち ぶ れ る だ ろ う
(WalferRathenau,TechnikandKunst,in:Innen-Dekoration,Bd.XXXIV1923,
Darmstadt,S.201.)。以 上 で あ る。 こ の よ う に 彼 は 世 界 の 機 械 化 に 反 対 し,産 業 社 会
に お け る 精 神 的 な 諸 活 動 の 必 要 を 強 調 し た 。
⑳P。terB。hren。,Kunst・ndTech・ik,i・ ・D・utsch・Kun・tundD・k・rati・n・田 ・ ・
XXIXOktober1911‐Marz1912,5.264.
㈱ リ ー グ ル に よ る と,芸 術 作 品 は 使 用 目 的 ・素 材 ・技 術 と の 心 的 葛 藤 の う に 達 成 さ れ た 目
一57-'
的 意 識 的 な 芸 術 意 思 の 所 産 で あ る 。 そ し て,使 用 目 的 ・素 材 ・技 術 の 三 要 因 は ゼ ン パ ー
の 学 説 に お け る よ う な積 極 的 で 創 造 的 な 役 割 を担 わ ず,そ うで は な くてむ し ろ 妨 害 的 で 都






㈱ 拙 稿 「創 成 期 の ド イ ヅ 工 作 連 盟 に お け る 指 導 理 念 一 機 械 とデ ザ イ ンの 関 連 を め ぐ っ て 一 」








(33)これ に 関 連 し て ヘ ッ セ(HermannHesse)は 当 時 次 の よ.うに 述 べ て い る?す な わ ち,
「ドイ ツ 工 作 連 盟 に お い て 芸 術 家 は 手 工 作 家 や 工 業 家 と協 同 し て い る 。 し か も 粗 悪 品 に
反 対 して 良 質 の 仕 事 の た め に で あ る。 そ れ は 少 しば か り ラ ス キ ン 的 な 思 想 集 団.で あ る が,
し か し近 代 的 に 実 際 的 に い く ら か 狭 く限 定 さ れ て い る 。 道 徳 的 な 要 件 と し て の 趣 味 、を 問




(36)拙稿 前 掲 書,8頁,参 照 。
GのPeterBehrens,DiskussioncaberdieWerkbundarbeitderZukunft,KSIn,1914,
in:hrsg.vonDieNeueSammlung,a.a.0.,5.99.
(3g)HermannMuthesius,DieBedeutungdesKunstgewerbes,1907,in:hrsg_von
DieNeueSammlung,.a.a.0.,S.46-47ド... .
(39)ReynerBanham,TheoryandDesigninthe-FirstMachineAge,London,1960,
P.69.
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